
  

 

 

 

  

地元中小企業の歴史と革新を体感し、経営課題解決に貢献 
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地元中小企業を探求 

中小企業研究は、商工団体の協力のも

と、経営者講義や事業所見学などを通じ

て、地元中小企業のダイナミズムに触れ

つつ、個々の企業が抱える経営課題に対

して、学生が主体となって、その解決策

を考えていく課題解決型授業です。今年

度は、2社にご協力いただいています。 

地域とともに半世紀 

1 社目は、1973 年に創業した株式会

社備後鈑金です。同社は、自動車の板金・

塗装業務を原点に、車検・整備、ロード

サービスなど、多岐にわたる事業を展開

しています。若者の車離れなど、業界の

構造的な課題に直面しながらも、同社

は、半世紀にわたり着実に信用を積み重

ね、地域とともに歩んできました。 

技術革新により未来を切り拓く  

2 社目は、イシケン株式会社です。寝

具メーカーである同社は、幾度もの試作

と改良を重ねて完成した「サステナブル

人工羽毛」が「福山ブランド」に認定さ

れ、それを使った寝具がふるさと納税返

礼品として出荷されるなど、新時代の備

後地域における中小企業のロールモデ

ルを示しています。 

イシケン株式会社を訪問しました。学生は現場

をみて、企業から提示された課題に対する回答を

考えます。 

ご協力いただいた企業の経営者の方が来学し、

企業の説明をしていただくとともに、学生に課題

の提示がなされました。 


